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環境影響評価準備書の概要 

JFE扇島火力発電所更新計画 
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ＪＦＥ スチール 株式会社 

横浜市審査会資料 

この資料は、JFE扇島火力発電所更新計画環境影響評価準備書の内容を抜粋したものです。 

２０１６年３月 
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対象事業実施区域 及び発電設備の配置計画 

 昭和51年に運転を開始したJFE扇島火力発電所は、JFEスチール東日本製鉄所内に位
置しております。 対象事業実施区域は、図の着色部で、既存設備の冷却水の取放水設
備や送電線などを活用するため、既設発電設備の隣接地に建設します。 

新1号機発電設備計画地 

既設発電設備 

対象事業実施区域 

取水口 

放水口① 

 

 

 

東京都
大田区 

横浜市 

川崎市 

JFEスチール東日本製鉄所
（京浜地区） 

JFE扇島火力発電所 

2 準備書 P5～6、10 
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事業の目的 

 製鉄所内の高炉、コークス炉、転炉で発生する副生ガスは、所内の工場と発電所で燃料
として有効利用しております。 

今回のJFE扇島火力発電所更新計画の目的は 
 

（１）老朽更新 当発電所の1号機は昭和51年に運転を開始しており老朽化が進行 

（２）安定的な発電 東日本大震災以降、安定的な発電が必要 

（３）エネルギー利用の更なる効率化 

  更新においてはより高効率のガスタービンコンバインドサイクル発電方式を採用                                                   

高炉 

コークス炉 

転炉 

工場 

扇島火力発電所 

副生ガス 

1号 

2号 

3号 

《現状》 

新1号 

2号 

3号 

《将来》 

3 準備書 P2、994 
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事業の内容 

 本計画は、扇島火力発電所において既設の1号機13．5万kWを廃止し、新1号機19万kW 発電
設備を新たに設置する計画です。 

 なお、更新後の新１号機の運転開始時期は平成31年8月を予定しています。                                            

項目 現状 将来 

1号機 2号機 3号機 4号機 新1号機 2号機 3号機 4号機 

原動力 

の種類 

ﾎﾞｲﾗｰ 

蒸気 

ﾀｰﾋﾞﾝ 

ﾎﾞｲﾗｰ 

蒸気 

ﾀｰﾋﾞﾝ 

ﾎﾞｲﾗｰ 

蒸気 

ﾀｰﾋﾞﾝ 

蒸気 

ﾀｰﾋﾞﾝ 

ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ 

及び 

ﾎﾞｲﾗｰ 

蒸気ﾀｰﾋﾞﾝ 

出力 13.5万
kW 

14.2万
kW 

14.2万
kW 

2.25万
kW 

19万kW 14.2万
kW 

14.2万
kW 

2.25万
kW 

合計 44.15万kW 49.65万kW 

変更無し 

4 準備書 P3 
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新1号発電設備の概要 

項 目 
扇島火力発電所 

新1号機 

発電方式 

ガスタービン 

コンバインド 
サイクル発電 

発電出力 19万ｋＷ 

使用燃料 
副生ガス、 
都市ガス 

ば
い
煙 

硫 黄 

酸化物 

排出濃度（ppm） 1.7 

排出量（m3N/h） 2.1 

窒 素 

酸化物 

排出濃度（ppm） 5 

排出量（m3N/h） 12.2 

ばいじん 
排出濃度（mg/m3N） 3 

排出量（kg/h） 7.3 

煙突高さ（ｍ） 85 

冷
却
水 

取放水方式（既設活用） 
深層取水、 
水中放水 

冷却水量（m3/s） 6.1 

復水器設計水温上昇値（℃） 7 

新1号発電設備鳥瞰図 
既設 

火力発電設備 

5 準備書 P37、38 
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緑地計画 

Ａ Ａ´ 

Ａ 

Ａ´ 

新設の緑地は、周囲の一群の緑地と連続するように、約10,000m２を ３箇所に分けて、
設けます。 

新設緑地② 新設緑地① 

新設緑地③ 
植生図 

6 準備書 P47 
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項 目 工事中 供用時 

大気質 ○ ○ 

騒音・振動 ○ ○ 

水質等 ○ 〇 

その他(流向流速) 〇 

動物・植物・生態系 ○ ○ 

景観 ○ 

人と自然との 

触れ合いの活動の場 
○ ○ 

廃棄物 ○ ○ 

温室効果ガス ○ 

準備書 P362 

予測・評価の項目 



Copyright © 2015 JFE Steel Corporation. All Rights Reserved.  

●最多風向：       ●平均風速： 

●最多風向：       ●平均風速： 

●最多風向： 地上では 
          高度1,500mでは 

●平均風速： 地上では 
           高度1,500mでは 

8 

地上気象 

上層気象 

高層気象 

北北西 

北 

3.7m/s 

5.2m/s 

北北西 
南西 

3.6m/s 
8.3m/s 

準備書 P429、440、450、458 

気象・大気質の調査結果 
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一般環境大気測定局による年間の連続測定結果 
 

項目 
  

  
  
年度 
（Ｈ） 

二酸化硫黄 二酸化窒素 浮遊粒子状物質 

日平均値
の 

2%除外値 

環境基準
の 

適合状況 
（適合局数/
測定局数） 

日平均値
の 

年間 
98%値 

環境基準
の 

適合状況 
（適合局数/
測定局数） 

日平均値
の 

2%除外値 

環境基準
の 

適合状況 
（適合局数/
測定局数） （ppm） （ppm） （mg/m3） 

21 
0.003～
0.014 

32/32 
0.031～
0.056 

36/36 
0.040～
0.067 

37/37 

22 
0.003～
0.012 

32/32 
0.027～
0.055 

36/36 
0.044～
0.069 

37/37 

23 
0.003～
0.013 

32/32 
0.025～
0.053 

36/36 
0.043～
0.069 

37/37 

24 
0.002～
0.012 

32/32 
0.030～
0.052 

36/36 
0.040～
0.056 

37/37 

25 
0.002～
0.013 

32/32 
0.024～
0.053 

36/36 
0.054～
0.084 

31/37 

＊浮遊粒子状物質（H25）を除いて、環境基準に適合している 
準備書 P476、483、494 

大気質の環境基準適合状況 
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●施設の稼働（排ガス）に伴う硫黄酸化物、 
  窒素酸化物、浮遊粒子状物質に係る予測 

●資材等の搬出入に伴う窒素酸化物、 
  浮遊粒子状物質等に係る予測 

 
   ・ 逆転層形成時 
   ・ 煙突ダウンウォッシュ発生時 
   ・ 内部境界層によるフュミゲーション発生時 

●年平均値 ●日平均値 

●特殊気象条件下での1時間値 

●日平均値等 

大気質の予測内容 
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＊環境基準に適合している 

11 

項目 

予測地点 
における 
寄与濃度 

バックグラウ
ンド 

濃度 

将来 

環境濃度 
寄与率  

環境基準等 

 
① ② ④＝①+② 

(％) 

①/④×100 

二酸化硫黄 

(ppm) 
0.000010 0.006 0.006010 0.17 

年平均相当値 
0.020ppm 

二酸化窒素 

(ppm) 
0.000117 0.02901 0.029127 0.40 

年平均相当値 
0.030ppm 

浮遊粒子状
物質 

(mg/m3) 
0.000015 0.028 0.028015 0.05 

年平均相当値 
0.031mg/m3 

※表の値は将来環境濃度の最大の予測地点 

準備書 P606～607 

大気汚染物質の年平均値 
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＊環境基準に適合している 
12 

項目 

予測地点 
における 
寄与濃度 

バックグラウ
ンド 

濃度 

将来 

環境濃度 
寄与率  

環境基準等 

 
① ② ④＝①+② 

(％) 

①/④×100 

二酸化硫黄
(ppm) 

0.000026 0.012 0.012026 0.22 
日平均値が 
0.04ppm以下 

二酸化窒素 

(ppm) 
0.000189 0.053 0.053189 0.36 

0.04～0.06ppm 
のゾーン内又は

それ以下 

浮遊粒子状
物質 

(mg/m3) 
0.000089 0.066 0.066089 0.13 

日平均値が 
0.10mg/m3以下 

寄与高濃度日：測定局において、新1号機発電設備煙突の排煙による寄与濃度 
          予測値が、1年間のうち最大（又は上位5日間）となる日 

※表の値は将来環境濃度の最大の予測地点 

準備書 P608 

大気汚染物質の日平均値（寄与高濃度日） 
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項目 

予測地点 
における 
寄与濃度 

バックグラウ
ンド 

濃度 

将来 

環境濃度 
寄与率  

環境基準等 

 
① ② ④＝①+② 

(％) 
①/④×100 

二酸化硫黄 
(ppm) 0.000011 0.013 0.013011 0.08 

日平均値が 
0.04ppm以下 

二酸化窒素 
(ppm) 0.000008 0.065 0.065008 0.01 

0.04～0.06ppm 
のゾーン内又は

それ以下 

浮遊粒子状
物質 

(mg/m3) 
0.000053 0.131 0.131053 0.04 

日平均値が 
0.10mg/m3以下 

実測高濃度日：測定局において、日平均値の実測値が1年間のうち最高となった日 

＊二酸化硫黄：環境基準に適合している 
＊二酸化窒素、浮遊粒子状物質：環境基準に適合していない地点があるが、 
                                     寄与率は小さい 

※表の値は将来環境濃度の最大の予測地点 

準備書 P609 

大気汚染物質の日平均値（実測高濃度日） 
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項目 
特殊気象 

条件 

寄与濃度 
バックグラウンド 

濃度 

将来 

環境濃度 環境基準
等 

① ② ①+② 

二酸化 
硫黄 

（ppm） 

逆転層形成時 0.0008 0.022 0.0228 
１時間値が 

0.1ppm 
以下 

煙突ダウンウォッシュ 0.0002 0.007 0.0072 

フュミゲーション 0.0036 0.010 0.0136 

二酸化 
窒素 

（ppm） 

逆転層形成時 0.0044 0.065 0.0694 １時間暴露 
として 

0.1～0.2ppm 
以下 

煙突ダウンウォッシュ 0.0012 0.014 0.0152 

フュミゲーション 0.0208 0.047 0.0678 

浮遊 
粒子状 
物質 

（mg/m3） 

逆転層形成時 0.0026 0.073 0.0756 
１時間値が 
0.20mg/m3

以下 
煙突ダウンウォッシュ 0.0007 0.068 0.0687 

フュミゲーション 0.0124 0.094 0.1064 

＊二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質 
   ⇒ 環境基準等に適合している 

運転状態：定格運転で汚染物質負荷が多いパターン 

準備書 P610～611 

特殊気象条件下の予測結果 
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予測 

地点 

資材等 

関係車両 

寄与濃度 

バックグラウンド濃度 
将来 

環境濃度 
寄与率 

 

 

環境基準 

 

一般車両 

寄与濃度 

環境 

濃度 
合計 

(ppm) 

① 

(ppm) 

 

(ppm) 

 

(ppm) 

 

(ppm) 

② 

(％) 

①/② 

a 0.000002 0.005146 0.045 0.050146 0.050148 0.004 

0.04～0.06ppm
のゾーン内 

または 
それ以下 

b 0.000002 0.005594 0.045 0.050594 0.050596 0.004 

c 0.000004 0.001573 0.045 0.046573 0.046577 0.009 

d 0.000002 0.008597 0.045 0.053597 0.053599 0.004 

二酸化窒素の予測結果（日平均値） 

＊二酸化窒素 ⇒ 環境基準に適合している 

準備書 P617 

資材等の搬出入に伴う二酸化窒素の予測結果 
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予測 

地点 

資材等 

関係車両 

寄与濃度 

バックグラウンド濃度 
将来 

環境濃度 
寄与率 

 

 

環境基準 

 

一般車両 

寄与濃度 

環境 

濃度 
合計 

(mg/m3) 

① 

(mg/m3) 

 

(mg/m3) 

 

(mg/m3) 

 

(mg/m3) 

② 

(％) 

①/② 

a 0.0000001 0.0006834 0.054 0.0546834 0.0546835 0.001未満 

日平均値が 
0.10mg/m3 

以下 

b 0.0000001 0.0006174 0.054 0.0546174 0.0546175 0.001未満 

c 0.0000004 0.0002734 0.054 0.0542734 0.0542738 0.001 

d 0.0000002 0.0014109 0.043 0.0444109 0.0444111 0.001未満 

浮遊粒子状物質の予測結果（日平均値） 

＊浮遊粒子状物質 ⇒ 環境基準に適合している 

準備書 P617 

資材等の搬出入に伴う浮遊粒子状物質の予測結果 
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≪施設の稼働（排ガス）≫ 

●新１号機は、補助燃料として使用していた重油を使用しない 
●低NOx燃焼器を採用し、排煙脱硝装置を設置 
●副生ガス燃料系統に湿式の電気集じん機を設置 
●適切な運転管理や定期的な点検で処理効率を高く維持するこ 

  とにより、窒素酸化物及びばいじんの影響を低減する 

環境保全措置 

≪資材等の搬出入≫ 

●定期点検時の関係車両については、関係車両台数を極力平準 
  化し、ピーク時の台数を低減する 

●通勤車両の乗り合いを推進し通勤車両の抑制に努める 

17 準備書 P550、612 

大気質の予測・評価結果 
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⇒ 環境基準に適合していないが、 
  寄与率が小さい 

18 

●年平均値 

●特殊気象条件下の１時間値 

◇二酸化窒素（日平均値） 
◇浮遊粒子状物質（日平均値） 

 ⇒ 環境基準値等に適合 

 ⇒ 環境基準に適合  

実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する 

≪施設の稼働(排ガス)≫ 

≪資材等の搬出入≫ 

◇二酸化硫黄 

◇二酸化窒素、浮遊粒子状物質 

⇒ 環境基準に適合 

●日平均値（寄与高濃度日） ⇒ 環境基準に適合 

●日平均値（実測高濃度日） 

⇒ 環境基準に適合 

準備書 P605～611、619 

大気質の予測・評価結果 
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東京大師横浜線 

皐橋水江町線 

扇町川崎停車場線 

d 

a 

c b 

e 

        ：対象事業実施区域      

    ～    ：道路交通騒音・振動・交通量 

関係車両の主な走行ルート 

       ：工事関係車両     

        ：資材等関係車両  

a e 

       ：高速自動車道路 

      ：主要地方道・県道 

      ：市道 

      ：私道（事業所構内道路） 

      ：海上輸送経路  

準備書 P622 

交通量等の調査・大気質の予測地点 
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（資材等関係車両による道路交通騒音レベル） 

（単位：デシベル） 

予測地点 

昼間 

測定値 一般車両 

一般車両 
＋ 

関係車両 
増加分 環境基準 

a 主要地方道 
東京大師横浜線 71 72 72 0 70 

b 主要地方道 
東京大師横浜線 71 72 72 0 70 

c 市道 
皐橋水江町線 71 72 72 0 70 

d 主要地方道 
東京大師横浜線 73 73 73 0 70 

＊環境基準を上回っているが、増加分は1デシベル未満 

※：時間区分  昼間：6時～22時 

準備書 P642 

騒音の予測結果 
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（資材等関係車両による道路交通振動レベル） 
（単位：デシベル） 

予測地点 

昼間 夜間 

測定
値 

一般
車両 

一般車両 

＋ 

関係車両 

増加
分 

要請
限度 

測定
値 

一般
車両 

一般車両 

＋ 

関係車両 

増加
分 

要請
限度 

a 
主要地方道 

東京大師横浜線 
51 52 52 0 70 49 50 50 0 65 

b 
主要地方道 

東京大師横浜線 
52 52 52 0 70 52 52 52 0 65 

c 
市道 

皐橋水江町線 
49 50 50 0 70 49 50 50 0 65 

d 
主要地方道 

東京大師横浜線 
54 55 55 0 70 54 55 55 0 65 

＊：時間区分  昼間：8時～19時、夜間：19時～8時（予測値は7時～8時） 

＊要請限度を下回っている 

準備書 P660 

振動の予測結果 
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⇒要請限度を下回っている 

⇒環境基準を上回っているが、増加分は1デシベル未満 

●資材等関係車両による道路交通騒音レベル 

●資材等関係車両による道路交通振動レベル 

実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する 

●定期点検時の関係車両については、関係車両台数を極力 
 平準化し、ピーク時の台数を低減する 
●通勤車両の乗り合いを推進し通勤車両の抑制に努める 

環境保全措置 

22 準備書 P639、643、649、661 

騒音・振動の予測・評価結果 
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      ：対象事業実施区域 

 〇   ：水質調査（7地点） 

 ●  ：水温・塩分分布調査（44地点） 

 ★  ：定点水温連続測定（2地点）  

 ◆   ：流況調査（1地点）  

◆ 

準備書 P663、676、688、729 

水質等の調査地点 
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項目 単位 冷却水 

一般排水 

（増加分） 

放水口 

増加分
の寄与
濃度 

(放水口) 

既設排
水処理
設備 

新設排
水処理
設備 

排水量 m3/日 1,812,000 360 1,320 1,813,680 － 

化学的酸素 
要求量（COD） 

mg/L 2.7 25 25 2.7 0.1未満 

全窒素（T-N） mg/L 1.2 100 16 1.23 0.03 

全燐（T-P） mg/L 0.12 8 2 0.123 0.003 

施設の稼働に伴う水質の予測結果 

＊増加分の寄与濃度は小さく、周辺海域への影響は小さい 

24 準備書 P755 

一般排水の水質の予測・評価結果 
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環境保全措置 

●プラント排水は、既設排水処理設備及び新設排水処理設備 
  で適切に処理した後、海域へ排出する 
●発電設備や排水処理設備等の適切な運用並びに維持管理 
   により、可能な限り負荷量の低減に努める 

実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する 

準備書 P753、756 

一般排水の水質の予測・評価結果 
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●水温1℃上昇域の範囲 
  ・重畳予測： 

  ・単独予測：    

施設の稼働に伴う温排水拡散範囲予測結果 

 14.1km2 
  2.1km2 

●流速（東扇島防波堤付近） 
  ・重畳予測：現状と同じ    10cm/s未満 

重畳予測 単独予測 

26 準備書 P763～767 

発電所の運転による温排水・流向・流速の予測結果 
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環境保全措置 

●低温の海水を取り込むために、川崎港工事基準面K.P.-7.0～ 
  -9.0mの水深から深層取水する 
●海域への温度影響を軽減するために、温排水は川崎港工事 
   基準面K.P.-3.5m付近から水中放水する 

実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する 

⇒ 温排水負荷は海水冷却水量及び復水器設計水温上昇値を 
   現状と同等とすることから、温排水拡散範囲・流向・流速への 
     影響は変わらない 

●施設の稼働に伴う温排水 

準備書 P758、768 

発電所の運転による温排水・流向・流速 
の予測・評価結果 
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分類 総確認種数 確認された重要な種 

哺乳類 3目4科5種 確認されなかった 

鳥類 8目22科41種 
イソシギ、ミサゴ、ハイタカ、ノスリ、ハヤブサ、ヒバリ、ツバメ、 

オオヨシキリ、キビタキ、セグロセキレイ、カワラヒワ、アオジ 

爬虫類 1目1科1種 確認されなかった 

両生類 ― 確認されなかった 

昆虫類 16目168科497種 
チョウトンボ、ヒロバネカンタン、ケラ、ショウリョウバッタモドキ、 
オオアメンボ、ヤブガラシグンバイ、アシマダラアカサシガメ、 
カボチャミバエ、ギンイチモンジセセリ 

ハヤブサ メジロ 

準備書 P775、781、785、791、794 

陸生動物の現地調査結果 
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分類 総確認種数・総群落等区分数 確認された重要な種・重要な植物群落 

植物相 105科398種 イヌノフグリ、クゲヌマラン 

植生 21区分 確認されなかった 

クゲヌマラン イヌノフグリ 

準備書 P865、868、875 

陸生植物の現地調査結果 
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項目 総確認種数 確認された重要な種 

魚等の遊泳動物 刺網調査 18種 
小型底びき網調査 27種 

シリヤケイカ 

潮間帯生物（動物） 目視観察調査 30種 

枠取り調査 107種 

確認されなかった 

底生生物 マクロベントス 39種 確認されなかった 

メガロベントス 刺網調査 6種 
小型底びき網調査 8種 

アカニシ 

動物プランクトン 70種 確認されなかった 
卵・稚仔 卵 31種 確認されなかった 

稚仔 28種 ヒメイカ 

項目 総確認種数 確認された重要な種 

潮間帯生物（植物） 目視観察調査 9種 
枠取り調査 13種 

確認されなかった 

海藻藻類 1種 確認されなかった 

植物プランクトン 81種 確認されなかった 

準備書 P817～818、821、823、829、832、835、839、 
      844、850、856、882、884、888、891、898 

海生動物･植物の現地調査結果 
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生息状況調査、餌量調査 

上位性注目種・・・・通年生息している可能性があり、 
               食物連鎖の上位に位置する種 

典型性注目種・・・・地域の生態系の中で生物間の相互 
                                         作用や生態系の機能に重要な役割 
                                         を担う種 

生息状況調査、餌量調査 

上位性 

典型性 

非繁殖期 繁殖期 合計 

2例 9例 11例 

非繁殖期 繁殖期 合計 

44例 34例 78例 

●ハヤブサ 

●メジロ 

準備書 P915、932 

生態系の調査概要 
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●発電設備は、当製鉄所の既存の敷地を利用し、新たな地形
改変は行わない 

●設備の配置を工夫することにより、工事区域を必要最小限に
する 

●生物多様性に配慮した新たな緑地を造成し、動物が利用可能
な生息場所及び植物の生育場所を創出する 

実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する 

環境保全措置 

32 準備書 P807、814 

陸生生物への影響の予測・評価結果 
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●新1号機の冷却水量及び復水器設計水温上昇値
は既設1号機と同じとする 

●復水器冷却系への海生生物付着防止のため、次亜塩
素酸ソーダを注入するが、放水路の放水口近くで残留
塩素が検出されないよう管理する 

実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する 

環境保全措置 

準備書P859、862 

海生生物への影響の予測・評価結果 
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●発電設備は、当製鉄所の既存の敷地を利用し、新たな地形
改変は行わない 

●設備の配置を工夫することにより、工事区域を必要最小限に
する 

●生物多様性に配慮した新たな緑地を造成し、動物が利用可能
な生息場所及び植物の生育場所を創出する 

実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する 

環境保全措置 

34 準備書 P942、949 

生態系への影響の予測・評価結果 
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東扇島西公園 

川崎マリエン 

発電設備計画地 

水江町公園 

海芝浦駅 

末広水際線
プロムナード 

準備書 P955 

景観の予測地点 
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東扇島西公園 

新設発電設備煙突 

≪現状≫ 

≪将来≫ 

既設発電設備煙突 

＊発電設備の煙突が視認されるが周辺との調和に配慮した 
  色彩となっている 

準備書 P961 

景観の予測結果 
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● 煙突は、本体をライトグレー系色にすることで、周辺既
存設備との調和に配慮し、頂部をブルー系色とするこ
とで空の青色との調和を図るものとする。 

●建屋は、構内の既存設備壁面がオレンジ系色であるこ
とから既存設備との調和に配慮し、壁面を同系色のオ
レンジ系色とする。また、屋根を空の青色との調和を図
りブルー系色とする。 

環境保全措置 

実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する 

準備書 P958、965 

景観の予測・評価結果 
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関係車両の通行ルートを考慮して、
アクセス経路に影響が考えられる
地点を選定 

調査内容：文献資料調査、聞き取り調査、  
       交通量調査等 

人と自然との触れ合いの活動の場 

入船公園 

a 

ｂ 

3 

2 

1 

       ：対象事業実施区域 
    
陸上輸送経路 
      ：主要地方道・県道 
      ：市道 
 
交通量に係る状況 
2地点 
  a、b ：交通量               

① 水江町公園 
② 池上新田公園 
③ 入船公園 

準備書 P975 

人と自然との触れ合いの活動の場の調査概要 
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 入船公園などへ向かう一般交通車両への影響: 

● 定期点検時の資材等関係車両台数を極力平準化し､ピーク
時の台数を低減する 

● 定期点検関係者の通勤においては、乗り合いを推進し、通
勤車両の抑制に努める 

● 車両が集中する朝夕の通勤時間帯における定期点検に伴
う資材等の搬出入を極力避ける 

人と自然との触れ合いの活動の場 ：  

実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する 

環境保全措置 

入船公園など 

0.2%～0.6% 

準備書 P978、979 

人と自然との触れ合いの活動の場への影響の 
予測・評価結果 
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●汚泥 焼却後セメント材料等として有効利用 

●廃油 

●廃プラスチック類 

リサイクル燃料の原料等と
して有効利用 

●金属くず 再生金属の原料等として有効利用 

●木くず 木材チップ等として再資源化 

実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する 

環境保全措置 

40 準備書 P982、984 

廃棄物の予測・評価結果 
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●発電効率約37％の既設1号機に換えて、新1号機は発電効率約45％のガ  

 スタービンコンバインドサイクル発電方式を採用 

●製鉄所内で発生する副生ガスを主な燃料として使用し、新1号機では補助 

 燃料として発熱量当たりの二酸化炭素排出量が多い重油は使用せず、都 

 市ガスを使用することにより、二酸化炭素排出量を低減 

●適切な負荷配分となるよう運転管理を行い、発電効率の良い新1号機の 

 稼働率を上げる 

41 

 

排出原単位(kg-CO2/kWh)が          から         に低減 
 

実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する 

環境保全措置 

0.694 0.641 

準備書 P987、990 

二酸化炭素排出の予測・評価結果 
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実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する 

●大気質、騒音、振動 
     工事車両の走行ルート分散、車両の平準化、通勤乗り合い  
  推進、大型車の環境レーン走行、粉じん等の飛散防止 
●水質（水の濁り） 
      仮設沈殿槽において浮遊物質を沈降分離し、排水基準以下 
  で海域へ排出 
●動物・植物・生態系（陸域） 
      既存敷地の利用、低騒音型・低振動型建設機械の使用等 
●人と自然との触れ合いの活動の場： 工事関係車両の平準化等 
●廃棄物等：梱包材の簡素化、分別回収・再資源化推進等 

環境保全措置 

42 
準備書 P537、548、631、638、649、656、750、 
      752、807、814、978、979、982、984 

工事中の環境影響の予測・評価 



Copyright © 2015 JFE Steel Corporation. All Rights Reserved.  43 

各種の環境保全のための措置を講じることにより、 
実行可能な範囲内で、環境影響を回避 又は 低減し
ており、国 又は 地方公共団体が定める環境基準等
の維持、達成に支障を及ぼすものではない、 
と評価する。 

準備書 P1030 

総合評価 
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